
 

 

人権とは？人権を守るとは？～校内人権旬間 
校 長 平山 淳郎 

６月５日(月)から 16 日(金)までの 12 日間は、校内人権旬間となっていま

す。６月と 12 月の年２回、人権について意識的に考える強調期間を設定し、

子どもたちの人権意識や人権感覚を高めていくきっかけづくりとしています。

具体的な活動としては、①アンケートの実施②人権目標の設定(個人・学級)③

人権集会の実施④人権に関する授業の実施(道徳、学活ほか)⑤自己肯定感を高

める活動の工夫などになります。 

では、改めて、「人権とはどんなものか」について考えてみたいと思います。

鹿児島県教育委員会作成の「笑顔でつなぐ明日への架け橋」によると「人々が

生存(命)と自由を確保し、それぞれの幸福を追求する権利」「人々が生まれな

がらに持っている必要不可欠な様々な権利」と記述されています。みんなが持

っていて大切なものであることはわかりますが、なんとなく抽象的で漠然とし

ています。そこで、少し視点を変えて「どうすれば人権を守ることになるのか」

ということについて考えてみたいと思います。人権は、前述した通り、「命と

自由が守られ幸せになるための権利」ですが、みんなが自分勝手な行動をしたらどうなるでしょう。一人一人

がしたいことを通そうとすると当然お互いの権利がぶつかって、衝突や争いが起きてしまいます。そうなって

しまうとおのずと「公平に少しずつがまんする」、「ゆずり合う」、「調整する」といったルールづくりやお互い

に相手の立場を考え、思いやりの気持ちをもって接することなどが必要となってきます。つまり、子供たちが

身近にできる人権を守るとは、人権作文、人権ポスター、人権標語などに表現する内容をイメージすればわか

りやすいと思いますが、「みんなと仲良くする」「協力する・助け合う・認め合う」「困っている人に気付く」

「ルールを守る」などになってくるのだと思います。 

鹿児島県では、６月 18 日(日)からの１週間を「ハンセン病問題を正しく理解する週間」としていますが、

ハンセン病問題のほかにも、女性の人権、高齢者の人権、子どもの人権、インターネット等による人権侵害な

ど身の回りには、たくさんの人権課題が存在しています。これらの人権に関する課題については、「関心をも

つこと」「正しく知ること」、「人ごとと思わずに身近なこととして考えること」などがとても重要だと言われ

ています。身近な人権に関心をもち、できることを考えたり、実行したりできる黒木の子供たちを育てるため

に、全教育活動を通じて人権教育を工夫していければと考えています。 
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祁答院地域４小合同修学旅行 
 ５月１７日（水）～１８日（木）に祁󠄀答院地域４小合同修学旅行に６年生が

行きました。６年生の２人はとても楽しみにしていて、ついにこの日がやって

きました。最初の目的地は熊本城。震災からかなり復旧していて、場内も見学

できました。次は田原坂西南戦争資料館。ここでは、西南戦争に参加して亡く

なった方々の名前が刻まれた石碑があり、黒木出身の方のお名前も見つけまし

た。ホテルでは、祁󠄀答院の他の小学校の友達と食事をしたり、同じ部屋で話を

したりして交流を深めました。２日目は、お待ちかねのグリーンランド。少し雨が降りましたが、さほど影響

なく遊園地を満喫することができました。２日間、一生の思い出に残る修学旅行に行くことができました。祁󠄀

答院地域の６年生、関係の先生方ありがとうございました。 

祁答院地域４小合同甑アイランドウォッチング 
５月１７日（水）に祁󠄀答院地域４小合同甑アイランドウォッチングに３・４

年生が行きました。隔年で行われるこの行事は、甑島の自然や歴史などに触れ，

その特色を理解したり，薩摩川内市の全体像をつかんだりして，薩摩川内市民

としての一体感を醸成することが目的のひとつです。長目の浜展望所で美しい

景色を観たり、甑ミュージアムで恐竜の化石などを観ることができ、充実した

１日になりました。また、祁󠄀答院の他の小学校の友達とお弁当を食べたり、話

をしたりして交流を深めることができました。祁󠄀答院地域の３・４年生、関係 

の先生方ありがとうございました。 

祁答院地域 4 小合同遠足 

５月１９日（金）に祁󠄀答院地域４小合同遠足に５年生が行きました。少し雨が

降っていましたが、午前中は県立博物館、宝山ホール、黎明館で各施設の展示物

を見学しました。学校に帰ってから、学んだことを新聞にする予定だったので、

みんなよくメモをとっていました。お昼ご飯は、青少年研修センターの体育館で

食べました。時間があまりなかったので、この時間におやつも平らげました。最

後は、鹿児島市立科学館の見学です。特に地震体験は、震度６の揺れにびっくりしました。バスの中では、上

手小の５年生と終始、ゲームをしたりレクリエーションを楽しんだりすることができました。祁󠄀答院地域の５

年生、関係の先生方ありがとうございました。 

中期ふるコミュ集合学習 
５月２５日（木）に中期ふるコミュ集合学習を行いました。５・６年生と中１の卒業生

３名が黒木小の歴史を紐解き、まとめて発表する学習です。黒木の歴史に明るい K さん

を講師にお招きし、ご指導をいただきました。また、黒木小の前身である永源寺跡に行っ

たり、資料から黒木小の歴史を探ったりもしました。明治２年の廃仏毀釈により永源寺

は廃寺となったわけですが、最後の住職若松武七氏が黒木小初代校長となっています。

１４７年前の出来事に思いを馳せることができました。 

市小学校綱引き競技大会 
６月２日（金）午後に市小学校綱引き競技大会がアリーナでありました。予選の

対戦相手は、５・６年生のチームばかりでしたが、いずれも２対１で勝利し、決

勝トーナメントに進出することができました。少し前から練習はしていました

が、本校は４年生以上ぎりぎり８人のメンバーです。練習相手もおらず、体育館

の固定設

備に綱を

くくりつけて、大人のチームのフォー

ムを観ながら、効率の良い綱の引き方

に取り組んできました。準決勝で惜し

くも負けましたが、後半に粘り強く引

き続けるスタイルで３位入賞です。自

信になった綱引き競技大会でした。 

  

   

 

 １日（土）市 P連母親部研修会 

３日（月）学期末委員会 児童総会 図書貸出最終日 

５日（水）小中一貫教育前期後期交流学習（ボランティア交流） 

６日（木）校内水泳大会 期末学級 PTA  

学校保健委員会 PTA 全体会 

 ８日（土）土曜授業 中期ふるコミュ集合学習 

１０日（月）着衣水泳 

１３日（木）第４回祁答院地域小学校再編協議会 

２０日（木）終業式 

２１日（金）夏季休業 

５～６月にかけて非常に多くの行事等を

行いました。他にも多くの行事の子供たち

の活躍をブログに掲載しています。右の QR

コードから是非、ご覧になってください。 

４日より変更 


